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         ４月１日より４年ぶりの浜中町、そして１２年ぶりに７年間お世話になった浜中中学 

校に勤務することができてとてもうれしく思います。また、当時の生徒たちが、立派な 

親となり、社会人となって活躍している姿をみると感激もひとしおです。 

                    さて、令和５年度は新入生６名を迎え、全校生徒１２名となった浜中中学校は、新し 

く着任した５名を含む職員１０名とともに、新たなスタートを切りました。生き生きと 

した目、教師たちの話しに頷きながら聞く態度、しっかりとした姿勢で学校生活に臨んでいる子どもたちを

見ると、気を緩める余裕などないことに改めて気づかされます。 

義務教育の最終段階である中学校は、学習に励み、心を磨き、心身を鍛練し、知・徳・体の調和のとれた 

成長と発達段階に合わせた自立を促し、次のステップに送り出すことが役目です。そのためには、学ぶ場に 

ふさわしい環境作りを実現し、下記の学校教育目標が生徒の姿として具体的に現れてくることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

学校教育目標（Educational Goals） 

共に学び、共に生きる主体的な存在を目指して  

1 目標を持って学び続け、新しい未来を創造する生徒 
2 多様な他者と協働しながら、自らの人生に挑戦し続ける生徒 
3 たくましい心と身体を目指し、自ら生活改善を続ける生徒 

 

校長 柏尾 和市 

■３月１５日（金）、多くのご来賓の方々や保護者の皆様のご出席をいただき、第７７回卒業証書

授与式を行いました。お二人の卒業生に思いを込めて、丁寧に卒業証書を手渡しました。義務教

育最後の中学校生活であり、人生の大きな節目となる儀式的行事。 

■お二人は立派に卒業証書を受け取り「ありがとうございます。」の言葉と笑顔。その中には  

「これから新たな場所で頑張っていきます。」という覚悟も感じました。 

■式辞では、お二人の名前を言った時、感極まってしまいましたが「３つの勇気」について話を

し、餞（はなむけ）の言葉としました。 

  ★「挑戦する勇気」～自分の進む道を決めたら、一度や二度の困難にくじけないでほしい。自分

の夢を実現させるには挑戦し続けてほしい。 

  ★「留まる勇気」～物事を成し遂げるには、ただがむしゃらに頑張るだけではなく、時には、  

広い視野に立ち、自分の生き方を振り返ることが必要。自分は「今何を優先して学ぶべきか」

「今何をあきらめなければいけないのか」それを考えられる人になってほしい。 

  ★「守る勇気」～今の時代は、地域や国を越えた全ての人々が力を合わせ、人の心を大切にしな

がら、人間の幸せを求める時代。そのために、自分の役割をしっかり果たせる人（社会のルー

ルや、マナーを守る勇気を持った人）になってほしい。 

  ～これからの長い人生で困難に出会ったらこの３つの勇気を思い出して力強く生き抜いてく 

   ださい。生きるとは進むこと。進むとは、人間が人間の幸せを求めて努力することです～ 

■来賓の方々が口にしていたのは、「大変素晴らしい卒業式だった」「立派な卒業生、在校生だっ

た」「整然とした厳粛な雰囲気で行われていた」「歌声はよかった。感動的だった」など、たく

さんのお褒めの言葉をいただきました。卒業生の皆さんには今後とも、健康で活躍することを

願っています。在校生の皆さんの態度も大変素晴らしかったです。 

■１・２年生の皆さんには、本日、担任から通知表が渡されました。この１年間の学習の成果・生

活の様子を確かめることができますが、生徒の皆さんにはぜひもう一つ、人の心にかかわる  

資質（主体的に自分の考えを言えたか？ 感謝の気持ちを持てたか？ 目標を持って努力を継

続できたか？ 困っている人の手助けはできたか？…など） 

が身についたかどうか振り返ってほしいと思います。４月８ 

日には新たな希望にあふれた皆さんと再会できることを心待 

ちにしています。 

＜お 礼＞ 

 この１年間、本校の教育活動に多くのご支援・ご協力をいた 

だき皆様に心からお礼申し上げます。今後とも本校の学校教育 

目標「共に学び、共に生きる主体的な存在を目指して」に対し、 

さらに近づけるよう、教職員一同力を合わせて頑張ります。 

皆様の一層のご理解とご協力を賜りますようお願い致します。 

 

 

1年の終わりにあたって 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆大変お世話になりました～離任者挨拶～☆ 
宇野 正幸 教頭（浜中町立茶内中学校へ） 

 1 年間という短い間ではございましたが、保護者の皆様には PTA 等の運営に対しまして、ご理解とご協力を賜り大変感

謝しております。コロナ禍後の PTA 事業継続に向けて、大変建設的な意見を多数頂戴し、円滑に進めることが出来ました。

また、生徒達とも技術科の授業を通して関わることができ、楽しい学校生活を送ることができました。浜中中学校で新たに

得た経験を生かし子どもたちを育んでいこうと思います。誠にありがとうございました。 

 

関川 優司 教諭（釧路市立景雲中学校へ） 

４年間大変お世話になりました。生徒や保護者、そして地域の方々に恵まれ、浜中中学校で勤務をすることができました。

浜中中学校での勤務において、関わりあったすべての方々へ、感謝申し上げます。あっという間の４年間でしたが、卒業生

を２回担当させていただき、教師としての喜びや嬉しさを感じることができたことは、私の教師人生の一生の宝物となりま

した。この浜中中学校での経験を胸に、これからも努力していきたいと思います。今までありがとうございました。 

 

島谷 義仁 教諭（釧路市立鳥取西中学校へ） 

浜中町に勤務して３年間、多くの方々に支えられて日々の教育活動に臨むことができました。新天地にて浜中中学校で得

たことを生かしていきたいと思います。今までの多大なご支援、誠にありがとうございました。 

 
 
 

3 月 15 日（金）に第 77 回卒業証書授与式を挙行いたしました。当日は、天候にも恵まれ春の訪れを

感じさせるように暖かく、まさしく卒業生の前途を祝う 1日となりました。卒業生にとっては学び舎を旅

立ち新たな夢へ向かって前進を開始する日であり、在校生にとっては先輩からのバトンを受け継ぎ新たな

伝統の構築を開始するとても大切な日となりました。送辞を立派に述べた在校生代表、答辞を述べた卒業

生代表。両名ともに立派に役割を果たし参列者を感動させてくれました。また、最後に歌った全校合唱「道」

も心温まる感動的な合唱となりました。2名の卒業生 10名の在校生に栄光あれ！ 

1 月 年度初休業日 11 木

身体測定・視力・聴力検査

交通安全指導②
代議委員会
PTA役員会議

21 日

2 火 12 金
学力テスト
専門委員会
部活動体験入部①

22 月
春季三者面談②
代議委員会

3 水 13 土
第1回授業参観日
第1回進路説明会
PTA総会

23 火 春季三者面談③

4 木 14 日 24 水 春季三者面談④

5 金 15 月 振替休業日 25 木 専門委員会

6 土 16 火
尿検査 知能検査（1年）
専門委員会
部活動体験入部②

26 金
心電図検診（1年）
代議委員会

7 日 17 水
進路説明会（生徒）
代議委員会

27 土
PTA春の環境整備作業
観桜会

8 月
着任式・始業式（給食無
し）午前3時間授業

18 木
全国学力・学習状況調査
部活動発会式

28 日

9 火 入学式 19 金 春季三者面談① 29 月 昭和の日

10 水
対面式
交通安全指導①

20 土 30 火
前期生徒総会
SB添乗指導

4
月
行
事
予
定


